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本部センター　リハビリ倶楽部茶屋町　　
社会福祉主事　武田　和樹　

　
　入社してから 3 ヶ月が過ぎ
ました。まだまだわからない
ことが多いので、日々勉強だ
と感じながら一日一日を過ご
し、ご利用者様と関わらせて
いただいております。入社し
て現場で学んだことという題
でこの 3 ヶ月を振り返ってみると、学んだことは多く
あります。ご利用者様との関係作りをどのような言葉掛
けで行っていくのか、接し方や向き合い方、社会人とし
てのマナーやリハビリメニューの提供など、多くのこと
を学ばせていただいております。学生の時とは違い、現
場ではご利用者様の生きた言葉が返ってくるので、ご利
用者様と関わらせていただいているこの時間こそ、現場
と学生の違いであり、学びに繋がっていると私は考えて
います。
　私は主に体操や、フロアでの対応をさせていただいて
おります。その中で、ご利用者様に〝伝えること〟の難
しさを日々感じています。ご利用者様全体に向けて、大

きな声ではっきりと伝えることが最初はできませんでし
た。しかし、繰り返し行っていく中でそれができるよう
になってきました。私が知識を付けていくだけではなく、
それをご利用者様にしっかりと提供できるようにし、そ
れを伝えることができるようになっていきたいと思いま
す。まだまだできないことが多いので、一つ一つゆっく
りかも知れませんが着実にできるようになっていきたい
と考えています。
　これからも知らないことが多いので、新しいことをど
んどん学んでいくと思います。その学びを大切にしなが
ら、ご利用者様のことを理解した気にならないよう謙虚
な姿勢でご利用者様と正面から日々向き合っていくこと
を大切にしていきたいと思います。
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今回、コラムを書かせ
ていただくにあたり、ど
のような内容で書こうか
と悩みましたが、今まで
の私の経験の中でみなさ
んに何が伝えられるかと
考えたときに施設と在宅
の違いならば私の経験を通して伝えられることが多いの
ではないかと考えました。

私は大学を卒業し、特別養護老人ホームに就職しま
した。その頃の私は介護の経験もなく介護の「か」の字
も知らず、いきなり介護の現場に飛び込みました。まず、
私が一番衝撃を受けたものは排泄物の臭いでした。正直
な感想を言えば「こんなところで仕事が続けることがで
きるのか」という思いでした。しかし、排泄物の臭いに
も次第に慣れ、少し余裕ができ、見ようみまねで介護を
していきました。今、思い出しても勢いだけで仕事をし
ていたなあと思います。入所者の方といっしょにお風呂
に入ったり、夜勤中に布団で一緒に寝たりなど。その中
でも入所者の方は私のことを孫や息子のように接してく
ださり、布団をそっと私にかけてくれたりと全てを受け
入れてくださり、その心の大きさに私は包まれていました。

最初の施設で私が一番印象に残っていることは、私
の担当している入所者の方がことあるごとに「嫁に会い
たい」と言われるのです。そこで娘さんに連絡し、奥様
の居場所を聞きました。奥様は病院に入院しており、寝
たきりで認知症も進んでいる状態でした。私は上司に相
談し、入所者の方と奥様の面会の許可をもらい、家族に
も連絡し、病院で待ち合わせることにしました。数年ぶ
りと思われる面会、この先もう会えないかもしれない最
後の面会に同席された娘さんが泣かれていた姿が印象的
でした。

しかし、このような出来事の中で私の価値観は狂い、
あるものが失われていきました。それは「死」に対する
価値観です。入所者の方が亡くなり、１週間もすれば新

しい入所者の方が入ってくるサイクルに私は「死」とい
うものに対し、何も感じなくなっていました。特養とい
う環境の中で人の死と正面きって向き合えないというこ
とはその人の生活さえもまともに見えず、施設での生活
を軽んじていたのだと思います。

私が麻痺した感覚を取り戻せたのは次の職場に移っ
てからでした。その頃、介護の現場に「ユニットケア」
という魔法のようなこと言葉が聞こえ始めていました。
当時の施設ケアに悩んでいた私にはとても魅力的であ
り、近くにユニットケアを始めるという施設があったの
で転職しました。しかし、実際に転職してみるとユニッ
トケアの基準を満たしておらず、ユニットケア風の施設
でした。このことがどういうことかというと、人員基準
は従来型のままでフロアをユニットに分けたことで死角
が増え、ハード面での欠点が介護職にとっては負担とな
る現状でした。そして入所者の方の生活に影響していっ
たのです。業務には常に多忙感がつきまとい、食事、排
泄、入浴、シーツ交換を行なうのが精一杯で余暇の時間
まで手が回りませんでした。食事、排泄、入浴のケアも
とてもよくできたといえるものではなく、流れ作業のよ
うにしていました。つまり、業務に入所者の生活をあわ
せており、入所者の生活に業務を合わせていたのです。

そのような環境の中で麻痺していた感覚を取り戻さ
せてくれたのは私の友人でした。その友人は中途入社で
宿直のアルバイトをしていました。夜勤で一緒になる度
に「介護とは」「人とは」「ここにいる人たちとは」と熱
心に話をしてくれ、固まってしまった私の心を溶かして
くれました。それからというものの、その友人をきっか
けに利用者の方と向き合う職員が増えてきて、わずか２
～３人ではあったのですが入所者の方の生活を変えてい
く努力をしました。「仕事が速い人は仕事ができる」と
思われていた介護の現場では、なかなか私たちの理論を
主張しても通らず、「生活に合わせた業務」活動は地道
に展開されていきました。

まずはその友人と一緒になり、夜勤帯に行なわれて
いた徘徊、多動のある入所者のベッドを廊下に出し見守

岡山地域リハビリケアセンター　居宅介護支援センター岡山  
　介護支援専門員　出井　利幸

『ぶれない心』
コ ラム
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る ( 多い時は５～６人 ) という体制を崩していきました。
私と友人が一緒の夜勤帯になるとベッドを片端から居室
に戻しました。そのかわり、絶対に転倒させないぞとい
う気持ちで夜勤に挑みました。次第に同調してくれる人
も増え、数ヶ月もすると夜勤帯にベッドが廊下に出てい
ることがなくなりました。

次は食事です。食事で必要なことは正しい姿勢で食
事をとるということです。そこで「車椅子万能化」の廃
止です。私の中で車椅子はあくまで移動手段であり、一
日中座っているものではないと考えていました。ただこ
の考えを主張しても理解してくれる人はほとんどおら
ず、食事のときになると一人一人を車椅子から椅子へ移
乗していました。

次に職員が座った姿勢での食事介助、当たり前のよ
うですが出来ていないのです。短時間で食事介助を終わ
らせるために立てったままで食事介助をしてしまう、そ
して一つの茶碗の中にはご飯、おかずが混ざり最後には
薬が混ざり・・・。こんなご飯食べてもおいしいのか、
食事を美味しく食べたい、食べもらいたいと人として当
たり前の思いを実行するのにはとても時間がかかり、最
後まで気がつかない人もいました。目の前に誰がいるの
か見つめ直そうとせずに・・・。当然のように私の食事
介助には時間がかかり、その他の業務にも時間がかかり
ました。そのような関わりや取り組みの中で私の失われ
た感覚は取り戻されていきました。

そして創心會と出会うことになりました。在宅とい
うフィールドに移ってみて一番に感じたことは利用者様
の「生きていく」という想いがとても強く感じられたこ
とです。またそれをサポートしているご家族の想いも強
く「施設」と「在宅」の違いを肌で感じることができま
した。「施設」を経験したからこそ、「在宅」のすばらし
さ、すごさなど分かることができました。

今まで施設を非難するようなことも書いてきました
が、私は施設を否定するつもりはありません。逆に言え

ば施設はなくてはならないと思っています。ただ、誰も
進んで施設に入所しようとは思いません。自宅での生活
にこだわり、様々なことに取り組み、ありとあらゆる可
能性を模索したのに、介護状況などによって、仕方なく
施設入所を選択しなければいけない状況がくる時がある
のです。言い換えれば、家族のために施設入所を選択す
るのです。息子や娘をこれ以上困らせたくないという思
いのもとに・・・。

今までデイサービスやリハビリで頑張ってこられた
経緯、ご本人様、ご家族の思いを伝えていくのは居宅の
ケアマネジャーであり、それを現場に伝えていくのは施
設のケアマネジャーと思っています。一人の人間の生活、
そして生と死を支えていく同じ立場として、「在宅」「施
設」を一本の線でつなぐことができたらというのが今の
私の思いです。

そんな私が創心会に入って今までの自分の考えをが
らりと変わりました。本物ケア・地域リハケアの視点な
ど様々な知識を得ることができ、いろんな視点からご利
用者様の生活を見ることができるようになりました。今
後は創心会のケアマネジャーとして幅広い視点、知識の
基に支援をしていきたいと思います。
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本部センター　グループホーム心から
　　　　　　　　　　　　　　千葉　好浩

第３回ジャーナル会開催を終えて

　この度、第３回ジャー
ナル会を中洲センターで
１１名のスタッフと共に
行いました。今回のテー
マは、春号特集の「生活
の継続を保証する体力の
獲得」について３部構成
で行いました。第１部は、ご利用者様の生活を考える前
にまず、自分自身の生活を振り返ようと休みの日の生活
を一人ずつ発表しました。

　第２部は、三好さんの原稿から「デイサービスを利用
する前と利用した後を比べて変わったこと」で、ご利用
者様から１番多く回答していただいた「交流が広がった」
ことから、「生活と交流の関係性」について考えました。

　第３部は、吉中さんの原稿を参考に、食事の大切さを
述べ、その中で、学校や実習などで経験したミキサー食、
きざみ食の感覚などをお互い述べました。下記に意見交
換会で出た意見、感想を紹介させていただきます。

田中さん：当たり前に通所に来てペーストやきざみ食を
食べ、エプロンをかけて食事していることにどれだけ私
達が理解を深め、ご利用者様にプラスイメージを導くこ
とができるかを改めて考えなくてはいけない。

三好さん：生活と交流はリンクしている。この意見がセ
ンター全員で一致したことはうれしかった。改めて交流
の大切さ、欠かせないものという認識を持った。

岩井さん：休日の友人との交流が自分の意欲や生活の張
りにとても必要なんだと実感した。

大澤さん：今回のテーマは、“ご利用者様に対して”と
考えていましたが、自分自身の立場に置き換えてみると
考えやすくなると思った。

中谷さん：友達、家族との交流があり、それに向かうエ
ネルギーの大きさ、人と人とのつながりの大切さを感じた。
松村さん：流動食を食べたことはないが、それを知るこ
とによって、食事介助をさせて頂く際、相手の気持ちを
考えながらペース配分ができるのだろうなと感じた。

隅田さん：ご利用者様の生活と自分の生活を照らし合わ
せて考えるということ！自分は、ご利用者様をまず、高
齢者と思って見ていたので、今後の視点が変わってくる
と思う。

陶山さん：私は、ミキサー食などを食べたことがなかっ
たので、経験したスタッフの方からの話は勉強になった。
中谷さん：私の中で食べる = 生きるといことなので、
その中でただ何でも食べればいいというわけではないと
いうことを実感、知ることは大切だと感じた。

　最後に、今回で３回目を迎えたジャーナル会も前回の
反省を生かし、成長してきているのではないかと私自身
感じています。こうしてジャーナル会が開催できるのも
私の依頼を快く受けてくださるスタッフの皆様、そして
何よりこの会はジャーナルなしでは行えません。発行の
為に携わっている機関誌編集部の皆様には感謝の気持ち
でいっぱいです。
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　平成 22 年 5 月 23 日（日）、第 3 回となる本物ケア
学会が倉敷第一病院にて開催されました。今回は「感・即・
動プロフェッショナル～サービスを超える創心力～」と
いうメインテーマを掲げ、出席者全員がそれを体感でき
るような仕掛けづくりが施された学会でした。実行委員
メンバーの「成功させよう」「前回よりももっと良い学
会にしよう」という熱い想いのもと、当日を迎えるまで
何度も重ねたミーティングや事前準備、細かなところま
で配慮された学会運営により、当日は順調に学会が進行
していました。
　午前の部は本物ケアについて４題の舞台発表と講師廣
田聖冶さんによるエキシビジョンが行われました。どの
発表も本当に素晴らしく専門性のレベルも更に高くなっ
てきている印象を受けました。エキシビジョンでは廣田
さんがご利用者様と関わっているサービス中のビデオを
会場で流し、ご利用者様との関わり方の中から Mental 
Attitude の形成支援について感じていくケーススタ
ディでした。
　午後の部で行われたワークショップでは、まず初めに
会場に島唄の曲を流し全員に聴いてもらいました。その
後歌詞の意味を理解して再度曲を聴くことで、曲の印象
がどのように変化したかをディスカッションしました。
私自身、島唄の歌詞にあのような背景があったことに
ショックを受け、背景が見えてくることでその曲に対す
る見え方、考え方が変わってきました。そして会場では、
当たり前のことを当たり前として感じれば、特に意識せ
ずに気づかないこともあり、興味・関心をもって関われ
ば小さなことにも気づくことができること、感動の閾値
を下げることで喜びや感動をより多く受け取ることが
できることなど様々な意見が会場を飛び交うディスカッ
ションになりました。また、今まで働いてきた中で一番
感動したことを全員が発表し、感動を容認し合い、明日

からどのような気持ちや意識、視点創りを取り組んでい
けばよいかも話合いました。各班でまとまった方法・ア
イデアは、どれも素晴らしいもので明日からの仕事に生
きてくるヒントが沢山詰まっていました。それらが歓ん
で働くことやご利用者様の立場になって考え、サービス
を超える瞬間を創る糧になっていくと確信・実感するこ
とができるワークショップでした。
　今回の本物ケア学会では、以下の方々が表彰されまし
た。
社長賞「�93 歳の挑戦
　　　　～ベッドリハという限定を取り外す～」
　東岡山センター　リハビリ倶楽部東岡山　藤田　幸佑
最優秀賞「�帰ってきたと！
　　　　　～生活相談員の視点から学んだこと～」
　中洲センター　リハビリ倶楽部中洲　大澤　由美
ベストパネリスト賞
　「�リハビリに対する意欲向上への取り組み
　  ～症例との関わりから～」
　帯江センター　リハビリ倶楽部帯江　横田　昭彦
　訪問看護ステーション　土居　愛里　
　学会の最後にはサプライズ企画として、日頃の感謝の
気持ちを、パートナーや上長からビデオレターやサン
キューカードという形で参加者全員に送られました。い
つの間に撮影したのかという心温まるビデオレターの内
容や、学会が始まる前から秘かに各テーブルの裏に忍ば
せてあったサンキューレターの存在に会場中が驚き、大
感動の雰囲気のまま学会は幕を閉じました。心が動けば
身体が動くという言葉があるように、人は心が揺さぶら
れるほどの感動をすれば、行動が変わってくると思いま
す。それを実際に体感することができたのが今回の第 3
回本物ケア学会でした。
　実行委員の皆様、感動しました。本当にお疲れ様でし
た。第 4 回もご期待しております。

創心会地域リハ訪問看護ステーション　
　　　　　　　　　　　　　　　作業療法士　笹川　和彦
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リハビリ倶楽部　部門長　　　
介護福祉士　坪井　美由樹　

　この度、私は平成 22 年 5 月 25 日つくぼ商工会の永
年勤続表彰式に際し　表彰をいただきました。他の企業
からの受賞者の方は、短くても 13 年で、15 年、19 年
というベテランぞろいの会場で大変緊張いたしました。
この日は、表彰式と商工会の総会もあり大勢のなかに、
介護業界としては創心會の私のみでした。
　多くの方が、地域の活性化について真剣に考え　商い
を行っているということが、出席されている経営者の
方々の年齢層やきびきびとした会の進行・様子を見てい
て、このつくぼ商工会の歴史の深さを感じました。『地
域社会に貢献し、信頼され選ばれる企業になる』と毎朝

唱和していますが、貢献しようとする地域についてもっ
と知ることが必要だとつくづく感じました。
　改めて、未熟者の私がこのような栄誉をいただきまし
たことは、皆様のご指導ご鞭撻の賜物と深く感謝してお
ります。更に精進してまいりますので、今後とも宜しく
お願いいたします。

創心會創心會
NEWS

　暑い、暑い今年の夏も、そろそろ終わりを迎えようと
しています。
　5 月に始まったリハケアファームも、社長をはじめ多
くのスタッフの尽力により、見る見るうちに緑豊かな畑
となり、今月には色鮮やかな野菜が実り、収穫祭が行な
われました。
　季節の移り変わりを感じながら、ジャーナルも 2010
年夏号（vol.6）の発刊を迎えました。
　今回の特集は『環境適応能力の質的向上』です。

　それぞれの環境や関わりの中から、専門職の視点を軸
にテーマについてまとめていただきました。
　日々多忙な中、各種プロジェクトメンバーとして活躍
されるみなさんからの報告には毎回感動し、原稿を執筆
してくださったみなさんにも大変感謝しています。
　編集部は、学びのアイテムとしてジャーナルを更に有
効活用していただくために、今回よりスタイルを変更し、
内容の充実に向け取り組んでまいりました。
　私たち編集部の役割は何か・・。常に学びあい、育み
あう環境を提供していくこと、それが私たちの想いです。
　季節が変わるごとに発刊していくジャーナルと共に、
みなさんと一緒に私自身も、いろんな経験と関わりを糧
に、成長していけるよう頑張りたいと思っております。

編集部　赤澤　

編集後記
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